
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野農業農村支援センター 

 

【４月以降】 

スマート農業推進に向けた各

種実演会開催 

 須高地区の生産者を対象に

ももの水噴射摘らいの実演会

（３月、須坂市）を実施し、出

席した 40人に説明と実演・体

験を行いました。 

この他にも４か所で計４種

類のスマート農業技術実演

会、13箇所でミニ講習会等を

実施しました。 

 

農業者の経営や暮らしがより活力に満ちたものになるよう支援する業務は、過去２年

間と同様、新型コロナウイルス感染症によって制約を受けました。そのような中、オン

ラインを活用したリモートでの研修会等を実施し、かつ対面での活動を感染防止対策の

徹底で再開する等の工夫を重ねてきました。重点課題は、もも産地の復興支援とピーマ

ンの生産拡大の２課題に、一般課題では就農相談会を通じた新規就農者の確保と就農間

もない者への技術習得支援、果樹における県オリジナル品種導入の促進や消費拡大の実

施、水田農業の低コスト化と複合化推進、農山村の活性化支援などに取り組みました。 

農業者・関係機関の皆様のご協力に感謝し、活動の一部をご紹介します。 

 

ここでは、１年間の様子を簡単に総括してください。ネガティブな事項でも、最後は、

ポジティブな表現となるよう、前向きな思考で締めてください。 

 
 

【５月】【重点課題】 

ピーマンの生産拡大 

少面積でも収益を上げら

れる品目であるピーマンに

ついて、関係機関の連携のも

と、試験ほを設置してかん水

の効果、施設栽培の有利性、

品種の検討を行いました。 

この内、春先の保温資材に

よる生育促進には有効性が

見られ、今後、試験結果を活

用しながら中山間地域の振

興品目としても作付けの推

進を図っていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４月以降】 

果樹等の凍霜害防止に向けた

講習会を実施 

春先の低温による凍霜害

で、果樹を中心に被害を受け

る例が頻発しています。被害

を防ぎ、生産量を確保するた

め、燃焼法の実演会を長野市

と須坂市で開催しました。 

また、県作成のパンフレッ

トや動画を活用し、各種講習

会で啓発活動を実施しまし

た。 

 
 

【４月～3月】 

対面での就農相談会を再開

＋オンライン就農相談会の

継続実施   

 対面での就農相談会は７

月 30 日、9 月 10 日、1 月

14 日に県外で実施しまし

た。オンライン就農相談（写

真）は毎月実施しました。こ

れらにより合計 95 名と相談

を行い、令和３年以降のフォ

ローにより５年度から 13 名

が就農に向けて研修を開始

しています。 

 

【５～11月】 

農作業事故低減に向け、農村

生活マイスターが率先して

安全研修を開催 

 農作業時の重傷・死亡事故

の低減に向け、農作業安全講

習会を計７回実施しました。 

農村生活マイスター協会

２支部では、実際に機械を見

ながら刈払機等の安全研修

を実施しました（写真）。 

また、通年で関係機関へ啓

発パンフレットを配布する

等の活動を行いました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８～10月】 

「ながの果物語り」の一環

で、首都圏・関西圏でＰＲ活

動 

 ８月に銀座 NAGANO で果

物のスイーツメニュー提案

をしました。９月以降３回、

新幹線で果物を輸送し東京

駅で販売とＰＲを行いまし

た。10月にぶどうの PRを京

阪百貨店 KOTONOWA、上高

地あずさコーヒーららぽー

と甲子園店（写真）で行いま

した。 

 

 

 

 

【８月】 

３年ぶりに新規就農者激励

会を開催 

8月9日に開催し新規就農

者 20 名（写真）が出席しま

した。  

記念講演では FCP 展示会

商談シートを活用した販路

開拓のポイントについて話

を聞きました。参加者はマー

ケティングの基本から商談

会シートの紹介に至るまで

大変参考になったとの声が

聞かれました。 

 

 

 

 

 

 
 

【４月18日以降】 

燃料・資材・飼料高騰に対す

る農業者への対応 

 コロナ禍や世界情勢等に

より価格が高騰し、農家経営

を圧迫する中、４月 18 日か

ら農業者等を対象とした「相

談窓口」を設置しました。 

10 月には対応の一環とし

て、経営確立途上の新規就農

２年目までの者を対象に、経

費削減と各種補助事業へ対

応できるよう土壌診断 76 点

を実施しました（写真）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【12月】【重点課題】 

もも産地の復興支援に向け、

地域の将来を検討（須坂市） 

福島地区の河川敷農地の

耕作者に対し、将来の経営や

後継者についてアンケート

を行い9割以上の回答を得ま

した。また全住民に対して

も、地域活性化や農業への関

心等のアンケートを行いま

した。結果を耕作者へ説明

し、将来的に担い手へ農地集

積し、産地の維持・発展への

機運を醸成しました。 

 

 

 

【１２～３月】 

脱炭素社会実現に向けた、果

樹せん定枝の炭化実演会 

果物づくりのさかんな長

野地区で、無煙炭化器による

実演会を技術者対象に２回、

生産者対象に３回開催しま

した。 

カーボンニュートラルの

考え方を説明し、果樹生産現

場でこれから意識を更に高

めていくべく、第一歩を踏み

出しました。 

 

 

 
 

【９～３月】 

農村ＲＭＯ構築を目指して 

 ９月に長野市戸隠の関係

者と国・県庁担当者との意見

交換を行い、次年度国交付金

の申請につなげました。 

２月に長野市大岡での研

修会の開催支援、３月には当

センター主催の研修会（写

真）を実施しました。 

今後も、戸隠と大岡を軸に

地域住民との話し合いを重

ねていく計画です。 

 


